
939-0798
富山県下新川郡朝日町泊477
TEL:0765-83-1160
URL:https://asahi-ghp.com/

◆診療科目 内科、胃腸科、循環器科、小児科、外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、皮膚科、
泌尿器科、婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科

◆特色等 日本外科学会認定研修施設 日本整形外科学会認定研修施設 日本眼科学会認定研修施設
日本乳癌学会認定施設 マンモグラフィ検診施設画像評価認定施設

◆職員数 正規職員 １６８名 会計年度任用職員 ５３名 （令和4年4月1日現在）



医師や他職種との距離が近く、
すぐに話ができる職場です

• 病棟業務（内科、外科、胃腸科、整形外科、
脳神経外科、眼科）

• 外来指導（術前指導、自己注射指導）
• チーム医療（感染、NST、糖尿病、認知症、
褥瘡、骨粗鬆症、がん化学療法など）

• 地域活動(出前講座）

小規模病院ながらも
様々な業務に取り組んでいます



ちょうどいい暮らしのあるところ。

黒部市民病院概要

診療科数 34科
病床数 414床
病棟数 8病棟

医師 95名
看護師 393名
薬剤師 19名

平均外来患者数 798名/日
平均入院患者数 266名/日
平均救急患者数 1215名/月

黒部市民病院 概要

黒部市民病院は新川医療圏約13万人の医療を支える一翼
を担っています。救急医療（2.5次）・周産期医療・小
児医療・がん診療などの急性期医療とともに、地域災害
医療センター・感染症指定病院・腎センターといった、
地域医療の重要機能を担っています。

地域を支え、地域に寄り添う。

首都圏から、新幹線で約2時間半。黒部市は富山県の北東部に位置し、北は日本
海、東に北アルプス、南は立山連峰に囲まれた、人口約4万人の都市です。
車で30分ほどの圏内に黒部峡谷や宇奈月温泉、富山湾を有し、山から海に至るま
で標高差約3,000mが為す大自然のパノラマを身近に感じられます。
田舎すぎず、都会でもない。ちょうどいい住みやすさが、黒部市にはあります。



安心・安全な医療を提供するために。
黒部市民病院は、新川医療圏の2.5次救急病院として、365日24時間、すべての救急搬送患者さんを受け入れてい
ます。薬剤師も交代で24時間待機し、必要があれば内服・外用薬や注射薬を調剤します。
黒部市民病院薬剤科では、バーコードを利用した監査システムや、調剤した薬剤の画像を保存するシステムなど
を導入することで、経験の浅い薬剤師でも安心して働ける体制を整えています。

入職当初は、簡単な調剤にも余裕がもてず、医薬品を取り間違えていないか不安だらけでした。
けれども、監査システムを利用することで安心して調剤でき、肝心の処方鑑査に集中すること
ができました。用法用量、相互作用、臨床検査値、アレルギー歴、薬歴、合併症・既往歴など
を総合的に考えるよう、日々努めています。

入職２年目薬剤師の声

処方薬調剤
監査システム

注射薬調剤
監査システム

抗がん剤調製
監査システム



求められる薬剤師であるために。
黒部市民病院には様々な医療チームがあります。各職種が専門知識を持ちより、
患者さんにとって最適な医療を検討・提案しています。
職種をこえたチーム医療のつながりは、病院にとっても職員にとっても財産です。

DMAT：定期的に訓練や研修会に
参加し、技能・知識の向上、各
機関と顔の見える関係の構築に
努めています。
NST：栄養状態を改善することに
より治療効果や日常生活動作の
改善に貢献しています。薬剤師
は輸液の提案や配合変化の確認
などで専門性を発揮します。

厚生労働省日本DMAT隊員 兼
NST専門療法士

糖尿病治療の三本柱は、食事療法・運
動療法・薬物療法であり、多職種が
チームとなって治療にあたります。
薬剤師も、患者への服薬指導を行うだ
けではなく、処方設計から携わります。
医師から薬剤選択の相談を受けること
もあり、やりがいを感じます。

日本糖尿病療養指導士

抗菌薬の選択、用法用量、TDMを
中心に、その他感染症診療に必要
な検査や処置等の相談・提案を行
い、円滑に治療が進むよう支援を
行っています。薬剤師の考えが治
療方針に反映されることが多く、
やりがいを感じます。

抗菌化学療法認定薬剤師

抗がん剤調製、患者さんへの薬剤
指導、副作用マネジメント等を
日々行っています。また、様々な
医療スタッフ（医師、看護師、栄
養士等）と関わるだけでなく、最
近では保険薬局の薬剤師と連携す
る機会が増え、幅広くチーム医療
に携わっています。

がん薬物療法認定薬剤師



連絡先は･･･
黒部市民病院 薬剤科 長能 優子
E-Mail : y.nagano@med.kurobe.toyama.jp または0765-54-2211（内線2102）まで

09:00 オリエンテーション・病院案内
10:00 薬剤科案内
10:15 内服・外用調剤業務
10:45 注射薬調剤業務
11:15 抗がん剤調製業務
12:00 昼食
13:00 病棟業務
14:00 チーム医療
15:00 先輩薬剤師との懇談会
15:30 終了

スケジュール例 1日コース

13:00 オリエンテーション
13:30 チーム医療
14:30 病棟業務
15:00 薬剤科案内
15:30 先輩薬剤師との懇談会
16:00 終了

スケジュール例 半日コース

病院薬剤師の仕事をのぞいてみませんか？
黒部市民病院薬剤科は、薬学生を対象とした見学やインターンシップを実施して
います。全学年対象、期間や内容はご希望に応じて調整いたします。

mailto:y.nagano@med.kurobe.toyama.jp


• 所在地：富山県魚津市

• 病床数：300 床

• 薬剤師数：9 名 調剤補助者：2 名

• 日本病院薬剤師会 がん薬物療法認定施設

URL https://www.toyamah.johas.go.jp/

MAIL yakuzai01@toyamah.johas.go.jp (薬剤部)

TEL 0765-22-1280 (代表)

富山ろうさい病院は、魚津市の地域医療を担う中規模病院です。

病院規模は大きくありませんが、あらゆる診療科を持つコンパクトな総合病院です。

当院は昭和 33 年に開院しました。当時は黒四ダム建設のけが人 (労災) を治療する病院としてスタート

しましたが、現在では労災にかかわらず、総合的に診療を行っています。

薬剤部のスタッフは各診療科に対応するために、それぞれ異なった専門分野の知識を深めています。

スタッフ数は少ないものの、各領域のスペシャリストが揃っていることが当院薬剤部の魅力です。

コンパクトな組織だからこそ、薬剤部スタッフ内での業務転換も柔軟に行っています。

2016 年
新病院開院！

独立行政法人 労働者健康安全機構

富山労災病院



少数精鋭だからこそ、即戦力として実践できる！

富山ろうさい病院薬剤部のスタッフ数は多くありません。

新入職員も早い段階であらゆる業務を実践することとなります。

他施設に比べても、経験・成長が早いことが当院の魅力です。

薬剤部スタッフ内での業務転換も柔軟に行っていますので、

やりたい仕事は積極的に進めていくことができます。

Zoom を利用したオンライン説明会も随時行っています

薬剤部や病院の雰囲気を実際に感じてもらえるよう、病院見学も併せて行っています。

興味のある方も、ない方も、お気軽にご連絡ください！

＜病棟編成＞ ※各病棟の主な診療科
HCU…外科/内科問わずあらゆる疾患の重症患者
4階B病棟…消化器外科/内科、泌尿器科、婦人科
5階A病棟…整形外科、呼吸器内科
5階B病棟…内科全般 (循環器/腎高血圧/糖内分泌/消化器)
6階A病棟…脳神経外科、神経内科、皮膚科
6階B病棟…地域包括ケア病棟、眼科

中規模病院のため
各病棟の診療科は混在している

単一診療科をじっくり勉強…とはいかない！
⇒幅広く薬剤・疾患の知識を深めることができる

独立行政法人 労働者健康安全機構

富山労災病院

薬剤部について ～見学会実施中！～

病院 HP に薬剤部
紹介パンフレット

掲載中！



薬薬連携による交流
切れ目のない医療・地域医療の質の向上を目指して

富山ろうさい病院のある魚津市には、20 の保険薬局があります。

定期的に薬薬連携推進連絡会や研修会を開催し、

保険薬局の薬剤師の方々とは顔の見える関係を構築しています。

＜主な成果＞
・富山県で初めてお薬手帳を活用
(アレルギー歴や薬剤に関する患者情報の記載の推進)
・富山県で初めて院外処方箋に検査値を記載
・当院医師/薬剤師による研修会の開催
・トレーシングレポート / PBPM の導入

病院・診療所
薬剤師

調剤薬局
薬剤師

情報共有

患者

継続した
薬物治療の提供

魚津市医師会との
病診連携

症例検討会の様子

院内外の医師・薬剤師を
はじめ、看護師・MSW 

まで多職種が参加

薬剤師

独立行政法人 労働者健康安全機構

富山労災病院



全国 32 か所の労災病院とのつながりで、

各種学会やブロック会議にて情報交換が活発です。

各地の薬剤師と互いに刺激しあいながら研究等も行っています。

希望すれば
派遣交流制度を利用して

全国の労災病院で
働くこともできる！

＜共同研究の一例＞
「医療従事者における抗がん剤職業曝露ゼロを目指した
抗がん剤取扱い手順の開発」
「働き方改革を踏まえた業務時間の変化と薬剤師が関与
する PFM (Patient Flow Management)」 他

全国に展開する労働者安全機構の施設
独立行政法人 労働者健康安全機構

富山労災病院



 住 所・・・９３０－０３９１

富山県中新川郡上市町法音寺５１

TEL：０７６－４７２ー１２１２

 病床数・・・１９９床

 病 棟・・・４病棟：一般病棟､回復期リハビリ病棟､地域包括ケア病棟､

精神科病棟

 診療科・・・内科、整形外科、外科、神経精神科、産婦人科、眼科、

小児科、血管外科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、脳神経外科、

皮膚科、透析科、麻酔科、放射線科、リハビリテーション科

かみいち総合病院ホームページ https://www.kamiichi-hosp.jp

https://www.kamiichi-hosp.jp/


主な施設認定
医療機関指定・学会認定等

<学会認定等>

■日本内科学会教育関連病院認定施設

■日本整形外科学会専門医制度研修施設

■日本眼科学会専門医制度研修施設

■日本外科学会外科専門医制度修練施設

■日本精神神経学会精神科専門医制度研修施設

■日本プライマリ・ケア連合学会 家庭医療後期研修

プログラム認定施設

■総合診療後期研修プログラム認定施設

■日本内分泌学会認定教育施設

■日本糖尿病学会認定教育施設

■日本老年医学会認定老年病専門医制度認定施設

■日本甲状腺学会認定専門医施設

■地域包括医療・ケア認定施設

■薬剤師実務研修受入施設

■日本病態栄養学会認定施設

■日本脈管学会認定研修関連施設

<医療機関指定>

■保険医療機関

■国民健康保険療養機関

■労災保険指定病院

■労災保険二次健診等給付病院

■救急告示病院（第二次救急病院）

■市町村共済組合人間ドック指定病院

■政府管掌健康保険組合検診指定病院

■組合管掌健康保険組合検診指定病院

■生活保護法指定病院

■結核予防法指定病院

■精神保健法指定病院

■母体保護法指定病院

■身体障害者福祉法指定医

■原子爆弾被爆者一般疾病指定病院

■へき地医療拠点病院

■日本医療機能評価機構認定病院ver6.0

■臨床研修指定病院

■産科医療補償制度加入機関

■富山県難病医療協力病院

■医療安全全国共同行動参加病院

■NCD施設会員



薬剤科の業務体制
人 員・・・薬剤師９名、事務１名

糖尿病療養指導士 1名、栄養サポートチーム専門療法士 1名、

日病薬病院薬学認定薬剤師 4名、研修認定薬剤師 4名

実務実習指導役薬剤師 4名

勤務時間・・・８：３０～１７：１５

土日祝は交代制で日直・半日直

夜勤なし、時間外はオンコール対応

全自動錠剤分包機安全キャビネット、クリーンベンチ 散薬分包機



薬剤科の業務内容
一般調剤業務、抗癌剤を含めた注射薬混合調製業務、

薬剤管理指導業務（服薬指導や薬歴管理など）、

病棟薬剤業務（持参薬鑑別や薬品管理など）、

TDM:バンコマイシンなどの薬剤投与設計、

DI（医薬品情報）業務、etc…

感染対策、ＮＳＴ、糖尿病、化学療法、緩和ケア、医療安全、

褥瘡などの各種委員会・チーム医療に参加

学会への参加も可能

随時、病院・薬剤科の見学を受け付けています。
TEL ０７６－４７２－１２１２ 内線４１４２

Mail yakuzai@kamiichi-hosp.jp 担当 堀

mailto:yakuzai@kamiichi-hosp.jp










私たちは「施薬救療」という済生会精神のもと地域の皆さ
まの健康寿命」の延伸を目指します

※済生会は明治天皇が創設した病院です
無料・低額診療事業を実施しています

URL https://www.saiseikai-toyama.jp/

◆診療科科目 内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病・内分泌内科、脳神経内科、外科、消化器外科、形成外科、整形外科、脳神経外科、神経精神科、皮膚科
泌尿器科、婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、麻酔科、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮｳﾝ科、放射線科、歯科口腔外科、脳卒中センター、消化器内視鏡センター、健康管理セン
ター、人工透析センター、人工関節センター、膵臓・胆道サテライトセンター、医療福祉センター、化学療法センター

◆特色等 地域医療支援病院、日本脳卒中学会一次脳卒中センター、日本内科学会認定医制度教育関連病院、日本消化器内視鏡学会専門、医制度指導施設、日
本消化器病学会認定施設、日本循環器学会認定循環器専門医研修施設、日本心血管インターベンション治療学会研修関連施設、浅大腿動脈ステント
グラフト実施施設、日本糖尿病学会認定教育施設 、日本腎臓学会研修施設、日本呼吸器学会関連施設、日本外科学会外科専門医制度修練施設、日本
消化器外科学会専門医修練施設、日本胆道学会認定指導医制度指導施設、日本乳癌学会関連施設、下肢静脈瘤に対する血管内治療実施基準による
実施施設、日本整形外科学会認定医制度研修施設、日本脳神経外科学会専門医認定制度指定訓練施設、日本脳卒中学会専門医認定制度研修教育病院
日本脳神経血、管内治療学会専門医制度研修施設、日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設、日本大腸肛門病学会関連施設、日本眼科学会専門医
制度研修施設、日本麻酔科学会認定研修施設、日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関、マンモグラフィ検診施設日本ＩＶＲ学会専門医修練施
設、日本臨床細胞学会認定施設、日本臨床細胞学会教育研修施設等

◆職員数 正規職員 446名 会計年度任用職員50名（令和4年1月1日現在）

TEL（076）437－1111（代表）
FAX（076）437－1122



富山県済生会富山病院は富山市北部地域医療支援病院で

薬剤師が安心して業務が行えるためにチーム制を取り入れています

・3人のチームリーダーを中心に各チームの業務

スジュールの共有を行っています

・新人や業務変えにより慣れない病棟でも相談・

応援体制を整えています



薬剤師の業務の流れ
日勤 8：30～17：30

8：30～ チーム内カンファレンス（予定等の確認・振り分け）

・外来応援（化学療法センター等）、注射セット、持参薬管理、その他病
棟業務、服薬指導、DI業務

13：00～14：00 お昼休み（業務内容にて時間変更可能）

17：00～ チーム内カンファレンス（業務の確認）

※チーム内カンファレンスの内容

朝：本日の入・退院の把握、業務内容の確認・アドバイス等

夕：症例検討、本日・明日の業務内容の確認、残務の確認・振り分け等





病院概要
病床数 401床

診療科 27科

病床利用率 80.6％

平均在院日数 12.3日

入院患者数 350人/日

外来患者数 903人/日

院外処方箋率 96％

地域医療支援病院

富山県がん診療地域連携拠点病院

災害拠点病院

臨床研修指定病院

二次救急指定病院

日本医療機能評価認定（3rdG：Ver1.1）

DPC対象病院

薬剤部
所属薬剤師数： 21名
（内、再雇用1名、パート1名、
産休2名）



当院薬剤師の業務について

• セントラル業務（中央業務）
内服薬、外用薬調剤、注射払い出し（ピッキングマシーン）

医薬品情報業務、持参薬鑑別、入院前中止薬指導、TPN混注、化学療法混注

• 病棟業務
各病棟に専任薬剤師1名～2名配置

服薬指導（薬剤管理指導/病棟薬剤業務）

入院患者の内服薬剤セット、薬剤情報収集（使用中の薬剤、持参薬の情報等）、退院準備

• チーム医療
NST、AST・ICT、緩和ケア、褥瘡対策、化学療法運営委員会

糖尿病教室、リウマチ教室、禁煙教室



入社3年目の病棟薬剤師の1日
8：00頃 出勤
8：30 手術室麻薬管理
8：35 調剤課のブリーフィングへ参加
8：45～ 内服薬の調剤、鑑査業務
9：30～ 病棟業務（カルテチェック、服薬指導、配薬カートへの薬剤セット業務など）
12：15～13：00 お昼休憩
13：00～14：00 病棟業務
14：00～15：00 医薬品情報業務（持参薬鑑別、他職種からの問い合わせ対応、

入院前中止薬指導など）
15：00～17：00 病棟業務
17：00 終業、帰宅

・勤務時間： 8:30～17:00(休憩含む)
・薬剤部勉強会（新薬について月1回）
お昼休憩時間を利用し就業時間内に実施
・残業はほとんどありません。当直や休
日出勤が月に2～3回あります。

認定薬剤師も多数所属しています。
お互いに相談し、知識を共有しな
がら業務を行っています。



◆病床数 733床（一般665床 精神50床 結核16床 感染症2床）

◆診療科目 内科、リウマチ・和漢診療科、精神科、脳神経内科、小児科、新生児科、外科、整形外科、

形成外科、脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、小児外科、産婦人科、皮膚科、

泌尿器科、眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、歯科口腔外科、放射線診断科、

放射線治療科、麻酔科、病理診断科、緩和ケア科、救急科

◆特色等 DPC対象病院、7対1看護体制、都道府県がん診療連携拠点病院、肝疾患診療連携拠点病院、

臨床研修病院、地域医療支援病院、富山県の基幹災害医療センター、各種学会の専門医・

認定医制度教育研修施設、3次救急を担う救命救急センター（ドクターヘリの基地病院）、

総合周産期母子医療センター、緩和ケアセンター、緩和ケア病棟、第一種感染症指定病院、

県内唯一の県立総合病院、薬学生実務実習受入施設、先端医療棟（低侵襲手術センター、

高度集中治療センター、内視鏡センター、高度画像診断センター）

◆職員数 1,186名（令和4年4月現在）

◆院内チーム医療 感染対策チーム、HIV対策チーム、免疫関連有害事象（irAE）対策チーム、

緩和ケアチーム、NST（栄養サポートチーム）、DMAT（災害派遣医療チーム）

やさしさを感じる医療

信 頼 で き る 医 療

安心できる医療

〒930-8550
富山県富山市西長江2-2-78
℡ 076-424-1531
URL  http://www.tch.pref.toyama.jp 



◆メンター（教育担当）制をとり、基本的なことから着実に身に付け、できる
ことの幅を広げ、自分で考えて行動できる薬剤師となれる研修体制を整えて
います。

◆病棟業務はグループ制をとり、1年目の７月頃からグループ内の複数病棟で
研修を進め、1年目の終わり頃に病棟を担当できることを目標にしています。

◆医療チームには2～3年目から参加し、各チームには先輩薬剤師と参加します。

◆3～4年目には、日病薬病院薬学認定薬剤師などの基礎的な資格を、その後、
専門・認定薬剤師の資格取得を目標にしています。

◆県内外への研修会・学会参加をサポートしています。

新人薬剤師の研修体制



主な業務 ４月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

調剤

日直

当直

病棟

抗がん剤調製

※製剤、ＴＰＮ調製は別途、研修します。

新人薬剤師の研修スケジュール



８：３０ 部内ミーティング

８：４５ 病棟業務

１０：３０ 抗がん剤調製

１２：００ 昼休憩

１３：００ 調剤業務

１５：３０ 緩和チームカンファレンス

１６：３０ 病棟業務

１７：１５ 終業

病院薬剤師の1日
病院見学

インターンシップ
についてお気軽に
ご連絡下さい！
お待ちしてます!!

主に薬剤師から症例提示!!
○緩和ケアチームが介入している患者さんの疼痛コン
トロール状況を情報共有

○オピオイドを使用している入院患者さんの検討課題
を多職種で協議
・使用量は適切？
・副作用が問題？
・自己管理を目指していける？



〒939-8511 富山県富山市今泉北部町2番地１
TEL：076-422-1112（代表） FAX：076-422-9330（薬剤科直通）
URL：https://www.tch.toyama.toyama.jp

病床数：５４５床（一般４８９床、精神５０床、感染症６床） 病院の機能
・地域医療支援病院
・臨床研修病院
・富山県がん診療地域連携拠点病院
・災害拠点病院 など

診療科：内科、外科、小児科、整形外科、産婦人科、
脳神経外科、精神神経科、呼吸器・血管外科、
歯科口腔外科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科 など



薬剤師数：31名（常勤28名、会計年度任用職員3名）

薬剤科の概要

業務実績（令和３年度）

・処方箋枚数

74,594枚
6,121枚
51,042枚

院外処方箋
外来処方箋
入院処方箋
（院外処方箋発行率：92.4％）

・薬剤管理指導
14,142件（8,928人）

・プレアボイド報告数

357件
（うち日本病院薬剤師会への報告：32件）

薬剤師の所有する専門・認定資格

・生涯研修認定薬剤師
・認定指導薬剤師
・日病薬病院薬学認定薬剤師
・がん薬物療法認定薬剤師
・研修認定薬剤師
・認定実務実習指導薬剤師
・NST専門療法士
・抗菌化学療法認定薬剤師
・インフェクションコントロールドクター
・小児薬物療法認定薬剤師
・骨粗鬆症マネージャー
・日本DMAT隊員
・MCLSプロバイダー
・PhDLSインストラクター・プロバイター



薬剤師の主な業務

調剤 抗がん剤無菌調製 持参薬鑑別

薬剤管理指導 多職種カンファレンス

その他
・注射調剤
・医薬品情報管理
・治験
・薬剤師外来
・病棟薬剤業務 など



富山市保健所

富山まちなか病院

富山市民病院以外の配属先と主な業務

病院・薬局等の許可、監視業務
飲食店・宿泊施設の許可、監視業務
感染症拡大防止に関する業務
環境・細菌検査業務 など

調剤、注射調剤
医薬品情報管理
病棟での薬剤関連業務 など

薬剤師数：12名

病床数：50床（地域包括ケア病棟）
薬剤師数：4名


